
市民懇談会の開催結果について

2023年2月14日

第２回守山市環境審議会 資料２



市民懇談会の概要
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開催日時：令和５年（2023）年2月4日（土）午前9時30分～午後0時30分

場所：守山市民交流センター

申込者数：23名

当日の参加人数

・参加者：17名（6名欠席）

＋ファシリテーター 9名

4グループに分かれて議論

（1グループあたり4～5名

＋ファシリテーター2名）

・他 傍聴者：2名

＊参加者の抽出方法
無作為に抽出した18歳以上の市民2,000人に案内を送付
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2名

40代
5名

50代
5名

60代
1名

70代
1名

参加者の年齢構成



市民懇談会の概要
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テーマ

『2050年の守山の未来像 守山の環境について夢を語ろう』

＜参加者への趣旨説明＞

・近年、地球温暖化対策や生物多様性保全の重要性が高まっている。

・特に地球温暖化は、世界各地に様々影響を及ぼし、2050年までに脱炭素
社会を実現することが国際社会でも大きな課題となっている。

・その実現に向け、地球規模から日常の市民生活まで、できること・やるべ
きことを考え、取組を進める必要がある。

・市民の皆様が考える「2050年の守山市のありたい姿」を、次期環境基本
計画の策定に活用することを目的に、市民懇談会を開催した。

＜配布資料＞※本資料p.9～参照
参加者
・市民懇談会開催に際して実施した守山の環境に関するアンケート結果
・守山市の概要とこれまでの環境への取り組み

ファシリテーター
・「二つの持続可能社会の姿」（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター ）



市民懇談会の概要
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＜当日の流れ＞

1. 開会式

2. アイスブレイク

3. ワークショップ

Step１：身近に感じる環境の変化について (20分間)

Step２： 2050年の未来に守山の環境はどうあってほしいか (35分間)

Step３：将来への希望・目標を実現するため、何ができるか (35分間)

4. 発表

5. 閉会式



将来の姿に関する主な意見
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Step2は、守山市のありたい姿に直結するお題。

下線：特に将来の守山の姿や環境ビジョンに関連する長期的な視点から見た意見

Step1（環境の変化） Step2（2050年の守山） Step3（何ができるか）

・琵琶湖が汚れている
・湖岸の水草の異常繁茂
・琵琶湖で獲れる湖魚が減っ
た

・川がコンクリートで固めら
れて自然の風景が少なく
なった

・ヌートリアがいる
・ホタルが減っている
・住宅が増えて、田んぼが
減った

・身近なところに自然がある
暮らしをしている

・新しい技術を取り入れつつ、
田園風景も残っている

・環境保全と住みやすさが両
立している

・自然を活かした快適な暮ら
しができている

・地元の農産物の種類や量が
豊富（地産地消）

・外来種を食用に活用する
・耕作放棄地を家庭菜園用に
借りられる仕組みをつく
る

環境ビジョン：自然と共生するまち



将来の姿に関する主な意見
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Step1（環境の変化） Step2（2050年の守山） Step3（何ができるか）

・気温の上昇を感じる
・夏が長くなった
・大雪が降った/雪が少なく
なった

・豪雨が増えた
・車の交通量が増えて渋滞す
るようになった

・エコバックやマイボトルを
持つ人が増えた

・新しい技術を取り入れつつ、
田園風景も残っている
[再掲]

・エネルギーを自宅でつくり、
自給自足で賄える

・市バスなどの公共交通機関
が充実し、自家用車の利
用が抑制されている

・電気自動車や水素自動車に
乗っている

・広い道路やバイパスがつく
られている

・地元の農産物の種類や量が
豊富（地産地消）[再掲]

・太陽光発電などの補助金を
活用する

・電気の使い過ぎを見直す
・家の窓を二重サッシにする
・車を使う時間を減らす
・自転車や徒歩での移動を増
やす

・プラスチック製品は極力も
らわない

・紙の使用を減らす
・地元産農産物を購入する
・不要なものは買わない

環境ビジョン：脱炭素を実現するまち



将来の姿に関する主な意見
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Step1（環境の変化） Step2（2050年の守山） Step3（何ができるか）

・ごみのリサイクルが行われ
るようになった

・ごみの分別が進んだ
・ポイ捨てが多い

・生ごみをリサイクルできる
仕組みができている

・生ごみ処理機を買う
・お米と生ごみを交換できる
仕組みをつくる

・生ごみをバイオマス発電の
燃料にする

環境ビジョン：資源が循環するまち

Step1（環境の変化） Step2（2050年の守山） Step3（何ができるか）

・雑木林が減った
・外で遊ぶ子供が減った

・観光地にはならず、緑豊か
で暮らしやすい

・市街地や駅前にも緑が充実
している

・環境保全と住みやすさが両
立している [再掲]

・自然を活かした快適な暮ら
しができている [再掲]

・歴史的な街並みや風景が残
されている

・空き家を地元の野菜売り場
として活用する

・自宅で植物を育てる

環境ビジョン：快適に暮らせるまち



将来の姿に関する主な意見
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Step1（環境の変化） Step2（2050年の守山） Step3（何ができるか）

・ホタルを守る活動が行われ
るようになった

・市のイベントが少なくなっ
た

・地域の環境活動に参加しや
すくなった

・環境を守るための対策がた
くさん実施されている

・市民の環境への意識が向上
している

・意見を出せる場が多くある
・地域の人と助け合う関係性
ができている

・伝統を継承する人材の育成
・環境保全活動に積極的に参
加する

・マルシェなどで環境のこと
を知ってもらう

・環境によいモノや行動、活
動をSNSなどで発信する

・他の地区の人とも情報共有
ができる仕組みをつくる

環境ビジョン：未来へつなぐまち

まとめ

• 市民が思い描く将来の守山の姿と次期計画案の環境ビジョンに大きな
ずれがないことが確認できた

• Step3（将来への希望・目標を実現するため、何ができるか）で出た
意見は、第3回審議会以降で具体的取組を検討する際に活用する。



【参考】
参加者とファシリテーターへの配布資料
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守山の環境に関するアンケート調査結果

2023年2月4日

守山市市民懇談会



概要
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＜目的＞
次期の守山市環境基本計画を策定するにあたり、今後の環境施策
に活かしていくことを目的にアンケートを実施

＜対象者＞
市民懇談会の案内を送付した2,000名の市民

＜実施時期＞
令和5年1月13日から1月25日

＜回答数＞
100名



アンケート結果
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1. 守山市の環境の取組について、先進的であると考える分野を教えて
ください(３つまで)。

（１）地球温暖化対策の推進

（２）生物多様性の保全・再生

（３）琵琶湖や河川などの環境保全と改善

（４）ホタルが飛び交う水辺環境の保全

（５）良好な景観・住環境の保全・形成

（６）農地の保全・環境保全型農業の促進

（７）公害の予防・防止の徹底

（８）ごみの減量・リサイクルの推進

（９）環境学習・環境教育の充実

（その他）全体的に先進的ではない

（その他）先進的だと思うものがない



アンケート結果
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2. 守山市の環境の取組について、今後重点的に進めていくべきと
あなたが考える取組について教えてください(３つまで)。

（１）地球温暖化対策の推進

（２）生物多様性の保全・再生

（３）琵琶湖や河川などの環境保全と改善

（４）ホタルが飛び交う水辺環境の保全

（５）良好な景観・住環境の保全・形成

（６）農地の保全・環境保全型農業の促進

（７）公害の予防・防止の徹底

（８）ごみの減量・リサイクルの推進

（９）環境学習・環境教育の充実

（その他）駅前周辺のマンション乱立は
もういらない

0



アンケート結果
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3. あなたが日常的に取り組んでいる環境保全を意識した行動を教えて
ください（３つまで）。

（１）ごみの減量化

（２）使い捨てプラスチック製品を受け取らない

（３）資源物をスーパーに持ち込むなどリサイクル

（４）住宅に太陽光パネルや蓄電池を設置

（５）住宅に高断熱化設備や省エネ設備を導入

（６）電気・ガス・水使用量把握や省エネ・節水

（７）環境に配慮した電力会社と契約

（８）徒歩や自転車、公共交通機関の利用

（９）環境に配慮された製品・商品の購入

（10）滋賀県・守山産の食品を選んで購入

（11）食べ残しや食品ロスの削減

（12）身近な公園・水辺などで自然とふれあう

（13）花や木、野菜など植物を育てている

（14）環境保全のための寄付や募金

（15）環境情報の入手や環境学習への参加

（16）身近な人へのSNS等での発信



アンケート結果
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4. 守山市では、2050年脱炭素社会の実現に向けた取組を重点的に
進めていくべきと考えていますが、その実現のため、まず2030
年に向けた取組で重要と考えるものを教えてください（３つま
で）。

（１）再生可能エネルギーの導入促進

（２）日常生活での省エネの徹底

（３）Web会議やテレワークの活用

（４）断熱等環境性能の高い建物の普及

（５）環境負荷の少ない移動手段への移行

（６）電気自動車など次世代自動車の普及

（７）大量生産・大量消費からの脱却

（８）農産物や木材など地産地消の拡大

（９）ごみの減量・リサイクルの推進

（その他）緑を増やす



回答者の属性
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年齢 守山市に住んでいる年数



回答者の属性
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賃貸マンション・
アパート・社宅・
寮・その他

居住地区 居住形態



落ち着いた地域・自然環境

1

守 山 市 の 概 要

人口情報

人口 85,619人（2022年12月末時点）※人口増が継続

世帯数 34,469世帯 ／65歳以上の割合 22.1％

面積 55㎢ （うち陸地面積 45㎢）
※市内の高低差 約20ｍのフラットな地形

地形

アクセス

ＪＲで京都まで27分、大阪まで57分の好アクセス
※大都市のベッドタウンとして成長

2020年７月１日 市制施行 50周年
※「守山」は比叡“山”の東の鬼門を“守”るまちが由来

50年先の将来のビジョン：『豊かな田園都市』へ

2020年7月に50周年を迎え、次の50年に向け「のどかな田園都市」を進化させ、市民一人ひとりの心身の「豊

かさ」、自然環境や教育文化等の「豊かさ」をさらに追及する。

良質な子育て・教育環境
＊良質な中高一貫校（県立守山中高
立命館守山中高）

落ち着いた地域・自然環境
＊駅前でホタルの舞う河川
琵琶湖・赤野井湾の市民の手に
よる再生（固有魚や真珠の復活）

落ち着いた地域・自然環境
＊駅前でホタルの舞う河川環境
琵琶湖・赤野井湾の市民の手に
よる再生（固有魚や真珠の復活）

充実した医療機関
＊県立総合病院
県立小児医療保健センター
済生会守山市民病院

充実した医療機関
＊県立総合病院
県立小児医療保健センター
済生会守山市民病院

良質な子育て・教育環境
＊良質な中高一貫校（県立守山中高
立命館守山中高）

１



守山市環境学習都市宣言（2017年10月制定）の具現化に向けて

３.赤野井湾再生プロジェクト
市民・関係団体・国・県・市・企業による取組み

４.ホタルの保全活動
・ほたる条例制定および保全活動
・ほたるパーク&ウォークの実施

２.環境学習の推進

・環境コミュニケーターの配置（2021年4月）
・拠点施設：エコパークでの環境学習
・自然環境：琵琶湖・野洲川等でのフィールドワーク

ホンモロコの産着卵湖底ごみ除去活動 淡水真珠の復活

1 わたくしたちは、ホタルが飛び交う水辺や森づくりを通して、自然を大切にする心を育み
ます。

１わたくしたちは、ごみの分別や減量化を通して、資源の活用と環境意識の向上を図ります。
１わたくしたちは、豊かな琵琶湖の恵みを通して、琵琶湖の大切さを学び、琵琶湖を守るた
めに行動します。

１わたくしたちは、地球環境と自然を守る暮らしを通して、エネルギーを大切にし、持続可
能な社会を築きます。

１わたくしたちは、環境学習を通して、人と人がつながり、環境や自然に関心を持ち、その
大切さを共有します。

１.もりやまエコパーク
環境センター

2021年10月稼働

７０トン級の小規模処理施設では全国最高水準
高温高圧の蒸気条件（４MPa・400℃）でエネルギー回収
率18.5％を達成[発電効率17.0％＋熱利用率1.5％]

・ごみを燃やした熱エネルギーを利用するサーマルリサイクルを実施（エネ
ルギーの地産地消）

・タービン排熱を利用し、交流拠点施設の温水プールへ熱供給

環境センターの更新を契機に、２０１７年
１０月に「環境学習都市宣言」を制定。
この宣言は、「市民一人ひとりが守山の

環境について、さらに理解を深めるととも
に、学び、考え、行動すること」とする自
治連合会からの決意表明を受け、市民の手
によって定められたものです。

２



「豊かな田園都市」を目指したまちづくり

平坦でコンパクトな都市を活用した低炭素交通システムの推進

再生可能エネルギー等の導入促進

赤野井湾

市民等による環境保全への取組み

④環境センター（再掲）
サーマルリサイクルの推進

①市民共同発電所（市内４箇所）
市民出資による共同発電所（太陽光パネル）
の設置

②事業所との連携による「太陽光＋蓄電池」
の積極的推進

１.再生可能エネルギー等の活用

③法改正を踏まえたZEHの普及促進

③もーりーカー（デマンド乗合タクシー）
（利用者H26：3,494人→R3：10,811人）

④自転車購入補助による自転車普及促進
（R2：216件 R3：212件）

①BTS（バス・自転車乗換えステーション）
琵琶湖大橋取付道路沿いの６箇所

②スーパー学割定期券の発行
（R2：2,895月分 R3：3,523月分）

バス一日平均乗降客数
H26：3,343人/日 →R3：5,291人/日

⑤滋賀県と連携した自転車走行空間の整備

３.公共交通と自転車の利用促進
BTS

BTS

BTS

BTS

BTS

BTS

①守山中学校:スーパーエコスクール
ゼロエネルギスクールを目指す

②守山市役所庁舎 2023年9月暫定供用
・「ZEB ready」の達成
自然エネルギー積極的活用と省CO2技術の導入
・県内産木材である「びわ湖材」の使用

２.公共施設におけるゼロエネルギー化

３

４.木材の積極活用

① 守山市立図書館
来館者40万人/年 貸出冊数105万冊/年

② 北部図書館（R5オープン予定）
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